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松山赤十字病院 中川祥佑氏の発表は、2種類の血管撮影装置（PHILIPS社製 Allura Xper 
FD20と Allura Clarity FD20）の線量低減と画質の評価の報告であった。Allura Clarity機能




















研究発表Ⅰ MRI 座長集約 









































研究発表Ⅱ X線CT 座長集約 



































研究発表Ⅲ 核医学・医療情報・教育・管理 座長集約 























研究発表Ⅲ 医療情報・教育・管理 座長集約  
 さいたま赤十字病院 尾形 智幸 
 
Ⅲ-⑬「マンモグラフィ施設認定への道（ソフトコピーver.）」 
深谷赤十字病院 飛田真希氏の発表は、デジタルマンモグラフィ装置導入後１年以内にソフト
コピー施設認定取得への取り組みについての報告であった。 
施設認定取得に際し高濃度・脂肪性画像の対象者が少なくポジショニングも難しいことから基
準を満たす画像の選定が困難であった。また、平均乳腺線量については入れ替え前の装置に比
べ低線量であったが、にコントラスト・鮮鋭度･粒状性が低値であった。今後の検討としてこ
れらを改善していく。 
最低線量で最高画質が得られるよう今後に期待する。 
 
Ⅲ-⑭「当院でのグループLINEの活用」 
旭川赤十字病院 市川仁氏の発表は、技師間でスマートフォンの普及率が高くなったことから
SNSを活用しスタッフ間の連絡を円滑に行えた実績報告であった。 
グループLINEを利用し休日・夜間の緊急時に対応するというものであった。また、全員がグ
ループであることを利用し業務連絡、応援、当直・待機の変更等にすばやく対応できた。 
連絡の際の個人情報の漏洩等に十分注意し新しいアイテムを活用して今後の業務を円滑に行え
るよう更なる応用を期待する。 
 
